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「地域ぐるみの野生鳥獣被害対策診断事業」の支援 

                                             

 

 当センターでは各広域振興局に設置されている「野生鳥獣被害対策チーム」の

活動を支援しています。 

 南丹地域野生鳥獣被害対策チームでは、地域住民自らによる地域ぐるみの野

生鳥獣被害対策が促進されるよう、地域ぐるみの野生鳥獣被害対策診断事業を

平成 29 年度から実施しています。事業では聞き取りを基に「集落診断カルテ」

を作成するとともに、現地調査を行い被害対策の共同実践を行っています。今

年度も 5 箇所の重点指導集落を選定し、被害対策の模範事例となるよう個別指

導を行っています。 

その中で、当センターは防除柵の設置や補強の技術的指導や、シカやイノシ

シの行動をふまえた防除と捕獲の連携の指導など、防除対策全般について助言

しています。 

 

 

 

 

 

          

       集落診断カルテ（一部）         電気柵の作動確認（京丹波町内） 
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